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福
祉
文
教

委

員

会

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
付
託
っ
て
な
ぁ
に
？
」

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
付
託
っ
て
な
ぁ
に
？
」

深
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

現
在
、
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
に

か
か
わ
る
延
滞
金
の
状
況
は
。

　
　

平
成
21
年
11
月
11
日
現
在
で
70

名
が
滞
納
、
金
額
は
４
０
５
万
円
で
あ

る
。

平
成
21
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
　

北
部
地
域
活
性
化
事
業
の
内
容
は
、

青
淵
公
園
の
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
こ
と
だ
が
、
費
用
の
内
訳
は
。
ま
た
、

一
回
限
り
の
事
業
で
は
な
く
、
継
続
し

て
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

内
訳
の
概
算
と
し
て
、
講
師
謝
礼
、

野
菜
や
資
材
等
の
消
耗
品
で
１
０
０
万

円
、
イ
ベ
ン
ト
用
チ
ラ
シ
１
０
０
万
円
、

会
場
警
備
料
45
万
円
、
仮
設
ト
イ
レ

設
置
・
送
迎
バ
ス
で
１
３
０
万
円
、
そ

の
ほ
か
テ
ン
ト
・
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
の

使
用
料
等
で
合
計
５
４
４
万
３
千
円
で

あ
る
。
地
元
の
特
色
を
生
か
し
、
野
菜

を
中
心
と
し
た
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
元
の
人
と
協
議
会
を
設
け
、
継
続
的

に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
支
援
対

策
事
業
に
つ
い
て
、
何
歳
の
人
が
、
何

を
、
ど
の
く
ら
い
つ
く
る
か
。
後
継
者

は
い
る
の
か
。
何
年
間
か
の
運
営
補
償

は
あ
る
か
。

　
　

年
齢
は
34
歳
か
ら
87
歳
で
、
平

均
年
齢
69
歳
。
ダ
イ
コ
ン
・
ネ
ギ
・

ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
野
菜
30
品
目
を
14

・
58
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
米
を
２
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
作
付
す
る
予
定
。
現
在
54
名

が
出
荷
予
定
で
後
継
者
の
い
る
人
は
少

な
い
。
直
売
所
は
、
国
の
補
助
を
受
け

る
施
設
な
の
で
、
耐
用
年
数
の
期
間
内

に
や
め
た
場
合
に
は
、
補
助
金
の
返
還

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

※
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
支
援
対
策

事
業
と
は
…
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業

を
積
極
的
に
支
援
す
る
事
業
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

花
園
地
内
の
現
地
を
視
察
し
て
き

た
が
、
交
差
点
に
信
号
が
付
く
箇
所
は

あ
る
の
か
。

　
　

今
回
の
認
定
部
分
全
体
で
、
３
カ

所
の
信
号
機
の
新
設
を
予
定
し
て
い
る
。

国
道
１
４
０
号
線
の
既
存
の
信
号
機
は

形
態
を
変
え
て
移
設
す
る
予
定
が
あ
る
。

平
成
21
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
　

放
置
自
動
車
の
現
状
と
処
分
に
至

る
手
続
き
は
。

　
　

昨
年
度
、
２
台
の
放
置
自
動
車
処

分
が
あ
っ
た
。
処
分
の
手
続
き
と
し
て

は
、
所
有
者
へ
の
告
示
行
為
の
後
、
深

谷
市
放
置
自
転
車
・
自
動
車
対
策
等
委

員
会
の
廃
物
認
定
を
経
て
、
最
終
的
に

処
分
し
て
い
る
。

　
　

放
置
車
両
１
台
当
た
り
の
処
分
・

撤
去
費
用
は
。

　
　

車
１
台
当
た
り
、
５
千
円
の
処
分

費
用
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
費
用
に
つ
い
て
は
、
路
上
放
棄
車
処

分
協
会
か
ら
の
寄
附
が
あ
る
の
で
、
か

か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
21
年
度
深
谷
市
国
済
寺
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
　

一
般
会
計
か
ら
繰
入
金
と
し
て
１

５
１
万
５
千
円
計
上
さ
れ
て
お
り
、
人

件
費
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
人
員
の

増
加
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

　
　

人
員
の
増
加
で
は
な
く
、
配
置
職

員
の
年
齢
等
が
上
が
っ
た
た
め
、
人
件

費
に
不
足
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

人
件
費
不
足
は
、
予
算
編
成
時
に

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

予
算
編
成
後
の
人
事
異
動
で
生
じ

た
事
案
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
　

図
書
館
の
窓
口
業
務
を
業
者
委
託

す
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル

等
が
あ
っ
た
場
合
の
対
処
は
。

　
　

今
後
の
市
職
員
の
減
少
と
財
政
状

況
を
み
る
と
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に
は
運
営
方
法
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
、
業
務
委
託
と
し
た
。
ト

ラ
ブ
ル
の
際
に
は
職
員
が
対
応
す
る
。

　
　

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
が
５
・

１
％
増
え
た
が
、
ど
こ
が
改
正
さ
れ
た

の
か
。

　
　

改
正
さ
れ
た
内
容
は
、
生
活
介
護
、

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
訓
練
、
就

労
移
行
支
援
及
び
就
労
継
続
支
援
に
つ

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
に
急
病

等
で
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
フ

ォ
ロ
ー
す
る
た
め
に
欠
席
時
の
対
応
加

算
を
新
た
に
設
け
た
。

　
　

小
中
学
校
の
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
児
童
・
生
徒
は
ど
れ
く
ら
い
増
え

た
の
か
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
家
庭
状

況
を
把
握
し
た
上
の
も
の
な
の
か
。

　
　

当
初
の
算
定
か
ら
小
学
校
で
は
１

１
２
人
の
増
加
、
中
学
校
で
は
、
58

人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
家
庭
状
況

に
つ
い
て
は
、
学
校
が
把
握
し
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
た
め
の
施
策
を
求

め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願

意
見　

子
宮
頸
が
ん
は
若
い
女
性
に
増

え
て
い
る
病
気
で
あ
る
。
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
発
見
が
遅
れ
、
死
に
至
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
予
防
で
き
る

が
ん
な
の
で
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ

る
検
診
を
来
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
、
我
が
国
で
も
正
式
に
承
認
さ

れ
て
い
る
が
、
高
額
な
た
め
、
接
種
に

つ
い
て
公
費
助
成
制
度
を
創
設
し
、
無

料
ク
ー
ポ
ン
券

に
よ
る
検
診
と

あ
わ
せ
て
行
え

ば
、
子
宮
頸
が

ん
は
、
ほ
ぼ
百

％
予
防
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か

ら
本
請
願
は
採

択
す
べ
き
と
考

え
る
。
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委員長

石川　克正
副委員長

五間くみ子
委員

仲田　　稔
田嶋　　均
今井　俊雄
須藤　邦男
新井　　清

委員長
吉田幸太郎
副委員長
中矢　寿子
委員
清水　　睦
加藤　利江
新井　愼一
高田　博之
田島　信　
松本　政義
中村　和男

委員長
小川真一郎
副委員長
清水　健一
委員
柴崎　重雄
富田　　勝
倉上　由朗
今村　三治
橋本　設世
永田　勝彦

委員長
馬場　　茂
副委員長
江原久美子
委員
三田部恒明
小森　秀夫
栗原　征雄
宇多村春惠
加藤　温子
飯野　　広　
　岡　信彦

問問問 答答

答

問問 答答問答

問

問

答

答

問

問

答

答

問答

深
谷
市
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　

提
案
理
由
に
、
平
成
21
年
８
月

の
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
て
改
定
し
て

い
き
た
い
と
あ
る
が
、
国
の
基
準
に
則

し
て
や
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
。

　
　

市
と
し
て
は
、
国
の
人
事
院
勧
告

に
沿
っ
て
や
り
た
い
。
平
成
18
年
度

に
国
が
給
与
の
構
造
改
革
の
一
環
と
し

て
給
与
表
の
引
き
下
げ
を
含
め
て
勧
告

し
て
い
る
。
平
成
22
年
度
ま
で
に
達

成
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
来
て
い
る
。

平
成
21
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
　

財
政
調
整
基
金
の
昨
年
度
と
の
比

較
や
動
向
き
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

平
成
20
年
度
末
の
決
算
ベ
ー
ス

の
残
高
は
約
63
億
８
１
０
７
万
円
。

現
時
点
で
今
回
の
補
正
後
の
見
込
み
額

は
約
51
億
９
２
７
１
万
円
で
、
前
年

度
決
算
と
現
時
点
で
の
予
算
の
比
較
と

な
る
の
で
あ
く
ま
で
参
考
と
な
る
が
、

差
引
約
11
億
９
千
万
円
程
度
の
減
額

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
21
年

度
の
決
算
見
込
み
は
、
同
時
期
に
積
み

戻
し
が
ど
の
程
度
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、

見
込
み
が
変
わ
っ
て
く
る
。

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

意
見　

「
中
小
業
者
」
と
い
う
表
現
は

社
会
通
念
上
、
農
家
も
含
む
と
は
思
わ

れ
な
い
こ
と
か
ら
「
農
業
者
」
も
意
見

書
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

意
見　

所
得
税
法
第
56
条
は
、
家
族

間
で
所
得
の
分
割
に
よ
る
恣
意
的
な
課

税
逃
れ
を
防
ぐ
役
割
が
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
意
見
書
の
趣
旨
に

つ
い
て
は
も
う
少
し
検
討
し
、
結
論
を

考
え
た
い
。

意
見　

所
得
税
法
第
56
条
、
第
57
条

に
つ
い
て
税
制
の
根
本
改
正
の
議
論
も

含
め
た
中
で

研
究
し
て
か

ら
、
意
見
書

の
提
出
に
つ

い
て
の
結
論

を
出
し
て
い

き
た
い
。

問問 答答

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
17
号　

平
成
22
年
2
月
１
日
発
行
）

　尾道市視察

　鹿児島市視察 　津市視察

　立川市視察

　

…
議
会
の
議
決
に
先
立
っ
て
、詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
議
案
や
請
願
の
内
容
に
よ
り
、そ
の
案
件
を
担
当
す
る
委
員
会
に
審
査
を
委
託
す
る
こ
と
で
す
。〉　

常任委員会報告 常任委員会報告各常任委員会では付託された議案について審査しました。


